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一部又は全部委託

実施・運営
方法

・道路事業としての基盤整備を目指し、周辺交通網を考慮して補助幹線道路を整備す
る。また、生活道路として人にやさしい道路整備を行う。
・生活環境に配慮して、地元要望に基づく未舗装道路の整備や、道路排水機能が不良
な道路に側溝を新設する。
・工事の設計、積算及び施工管理、用地買収に関する事務
【委託業務内容】
設計、測量、地質調査、物件調査等の委託（委託料：71,456千円）
【工事の内容】
北西部地区まちづくり事業L=187m、最終処分場関連事業L=124m、北尾張中央道裏道
対策関連事業L=488m、上新町地区道路整備事業L=57m、新境川堤防線新設改良事業
L=356m、生活道路新設改良事業L=648m、農業道路新設改良事業L=140m、その他の
道路新設改良事業L=433m、道路舗装新設事業L=801m、道路側溝新設改良事業
L=809m(工事契約額：203,703千円）
【用地買収】(用地購入費：169,918千円)(物件補償費：20,423千円)

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

・市民が安心して生活でき、また、沿線住民の利便の向上をめざし、主要道路の混雑の
解消や安全走行の確保を図る。
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市が直接実施・運営
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62.6

446,662

その他財源

464,868
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担当係

事業類型

道路整備を進める

一般会計

地域住民組織
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二
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評
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

幹線道路の慢性的な交通渋滞の緩和や安全走行の確保、緊急車両等が進入可能とな
る、市民が安心して生活できるための手段として、当該事業を実施しております。廃止す
れば幹線道路の渋滞解消や安全走行の確保などが困難になり、市民が安心して生活で
きなくなると考える。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

市の施策として進めている幹線道路整備事業、地元住民の要望に基づく生活道路整備
事業と大きく２つに分けられるが、主要幹線道路の区域でエリアを分け、道路網整備とし
て都市基盤整備を進めていく。

計画に基づき現状どおり事業を継続することにより、幹線道路の交通渋滞の解消や安
全走行の確保等を図ることが、市民が安心して生活でき、また、沿線住民の利便の向上
につながるため。

整備延長

事業目的の
達成状況

交通量の増加に比べ道路整備が追いついていない状況の中、幹線道路の道路計画や
地域住民が利用する生活道路整備計画の活動指標（成果指標）を定め、年次計画の整
備延長として達成されている。
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